
共学

高

藤

沢

市

土曜日 授業昼食 弁当持参、食堂、売店登校時刻  8：303学期制

共学

中

短大

神
奈
川 
に

中 共 学 普通科高 共 学

650 651
説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

高等学校特待生制度」「日本大学藤沢高等学校奨
学生制度」を設けて、授業料相当額及び奨学金の
給付を実施しています。

日本大学生物資源科学部に隣接し、約115,412
平米の校地は、各種教育棟や運動施設があり、質
量ともに恵まれた教育環境を形成しています。

4月の校外学習、5月の球技大会、6月の日藤
祭（文化祭）、10月の修学旅行、11月の芸術鑑賞会、

体育祭、1月のマラソン大会、2月の合唱コン
クールなど、充実した学校生活を送るために、1
年を通じてさまざまな学校行事があります。中学
の修学旅行は関西・中国地方、高校の修学旅行は
カナダと国内の選択制です。
部活動は、運動部・文化部あわせて37が活発な
活動を展開。運動部では、水泳部・サッカー部・
硬式野球部・レスリング部・ソフトテニス部・ウ
エイトリフティング部などが、各大会において優
秀な成績をおさめています。一方文化部も、吹奏
楽部・演劇部・放送部・コーラス部・生物部など
が熱心に活動しています。

環境・施設設備

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.fujisawa.hs.nihon-u.ac.jp/
　　　　昭和24年（1949）日本大学農学部の付属
として設立され、日本大学農林高等学校の名称で
学業を開始、昭和26年（1951）校名を日本大学藤
沢高等学校と改名しました。普通課程の付属高等
学校となり、現在は生物資源科学部直属の付属高
校となっています。平成21年度（2009）、中学校を
開設。

「日本大学の目的及び使命」を教育の根幹におい
て、「健康」「有為」「品格」の校訓のもと、伸び伸
びとした心身ともに健康な人間作りを目標に、知
育・徳育・体育のバランスのとれた教育指導を心
がけています。
〇希望科目の選択など、個性を重視した教育をめ
ざします。　〇国際感覚を身につけ、地球レベル
で物事を考えることができ、広い視野を持った人
間づくりをめざした教育を考えています。　〇社
会で信頼される、思いやりと努力を惜しまない人
間、人々に好感を持って受け入れられる人格を育
成する、人間の品格を重んじた教育をめざしてい
ます。　〇また教育目標として、基礎学力の向上・
社会性の育成・教科以外の特別活動の奨励を重視
した指導・教育を行っています。

〈中学校〉
3 年間は高校の特別進学クラスをめざして、基

礎・基本を大切にしています。特に国語・数学・
英語に関しては、公立中学校の1.7倍の時間数を

確保し、個々の理解度に差が出やすい英語・数学
で習熟度別授業を実施。第 3学年では、応用力の
定着を主眼に置きます。また、三者面談や授業参
観、教員・家庭間の連絡をこまめに行い、進路に
対する意識や目標を把握します。併設の生物資源
科学部と共有する自然環境と設備の中で、フィー
ルド実習を体験し、食の大切さを学ぶことができ
ます。

〈高等学校〉
ほとんど全員が大学進学を希望していることか

ら、それに対応した教育課程を設定しており、相
対的に国語・数学・英語の授業を多くして、基礎
学力の向上をめざします。
1年次では、芸術を除き、共通の教科・科目を履

修。なお、芸術は音楽・美術から 1科目を選択し
て履修します。
2年次から、生徒の進路希望や個人の適性に

よって文系コースと理系コースに分かれます。
1年次より特別進学クラスを設置しています。

進学対策として、補習授業や放課後講座、2・ 3年
生の希望者に対する夏季特別講習の実施、 3年次
3学期における受験直前対策の特別授業、英語検
定 2級以上の取得の奨励と指導、豊富な資料をそ
ろえ、きめ細かい指導を行う進路指導室など、完
全バックアップ体制を敷いています。
なお、本人の適性・能力に応じ、日本大学の各

学部・学科への推薦入学があります。日本大学及
び高校独自の特待生規定及び奨学金給付規定に基
づき、学業成績・人物に優れた生徒に対して、「日
本大学付属高等学校特待生制度」「日本大学藤沢
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■2026年度入試日程
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
1 回� 40 1/8〜1/30 2/1 2/1 2/3
2 回� 20 1/8〜2/2 2/2午後 2/2 2/4
3 回� 20 1/8〜2/3 2/4 2/4 2/7
　　　　　　
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
推薦　160 1/14〜1/18 1/22 1/22 1/25
一般　200 1/24〜2/3 2/10 2/10 2/14
■2026年度選考方法・入試科目
　　　　　
1 ・ 3 回：国語、算数、理科、社会
2 回：国語、算数
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各60点30分　※ 1・ 3 回は計320点、 2 回は高得
点科目を 2倍、計300点
〈面接〉なし
　　　　　　
推薦：書類審査、面接　【出願条件】Ⅰ： ２年次
の ５科と ３年次の ５科の合計44　Ⅱ： 2年次は 5
科21かつ 9 科36　 3 年次は 5 科22かつ 9 科39　い
ずれも 2以下がないこと　漢検・数検・英検準 2
級、皆勤などは加点あり
一般：国語、数学、英語
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉推薦のみ生徒個人　重視
■2025年春併設大学・短大部への内部進学状況
日大付属高校の統一のテストの成績もしくは 3年
間の学業成績により、各学部・学科へ推薦され、
入学が許可される制度になっています。
日本大学−180（法22、法二部 0、文理51、経済

28、商10、芸術 5、国際関係 5、危機管理 2、ス
ポーツ科 2、理工22、生産工 1、工 0、医 0、歯
0、松戸歯 0、生物資源科29、薬 3）
日本大学短期大学部− 1（ものづくり・サイエン
ス総合）
■指定校推薦枠のある主な大学
横浜市立大　早稲田大　青山学院大  学習院大　
上智大　明治大　中央大　東京理科大　法政大　
立教大　明治学院大　成蹊大　成城大　芝浦工業
大　東京薬科大　北里大など
■2025年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
480人 447人 2 人 8 人 3 人 1 人 19人
■2025年度入試結果　
　　　　　男／女
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
1 回男20　女20 134/96 129/90 43/41 3.0/2.2
2 回男10　女10 268/138 232/113 45/37 5.2/3.1
3 回男10　女10 133/80 98/57 12/10 8.2/5.7

　　　　　　
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率
推薦男　　160 103 103 103 1.0
　　女　　　　　 84 84 84 1.0
一般男　　200 411 410 373 1.1
　　女　　　　　 575 573 558 1.0
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入試説明会　要予約
★中学校・高等学校　11/1　11/15　11/29
※高等学校は隣接する生物資源科学部体育館で実施
※詳細は学校HPでご確認ください
見学できる行事　要予約

文化祭　6/14・6/15（終了）




